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新政クラブ視察報告書 

 

【視察項目】  大館市における子育て支援 

【報 告 者】 本澤栄里子 

【視察日時】 令和 6年 11月 6日㈬ 午後 15：00～ 

【訪問場所】 大館市役所 福祉部 子ども課 

【対 応 者】              課長 富樫照幸 

            子育て支援係 係長 山内智恵子 

            児童相談係  係長  佐藤 淳 

 

【視察目的】 大館市の子育て支援にはいくつかの特徴があり、「おおだて子育て

ネット」というウェブサイトを通じて、出産・育児に関する情報や保育園・幼稚園の情

報を提供しています。また、初めてお子さんが生まれたご夫婦への祝い品の提供な

ど、地域限定の支援策も行っています。 

さらに、大館市役所の福祉部子ども課では、夜間養護や一時保育など、多様な保

育サービスを提供しています。子育てに関する相談窓口では、専門のスタッフが悩

みや不安に対応しています。大館市が実施している子育て支援施策の現状を把握

し、館山市における施策の参考とするため。 

 

【大館市の概要(視察地の概要)】 

１特 徴  ：大館市（おおだてし）は、秋田県北部に位置する市。市の北境で青森県

と接している。1951年（昭和 26年）市制施行。 

        秋田県内陸北部に位置し、市の中央部を秋田県第 2 位の流域面積を

持つ米代川が流下、東側は鹿角市と小坂町に、西側は北秋田市と藤里

町、南側は北秋田市、北側は青森県に接しています。  

         産業では、工業団地を造成しながら企業誘致を進めた結果、新たな

基幹産業として、鉱山技術を活用した資源リサイクル産業や医療機器・

医薬品製造などの健康産業が大きく発展しました。さらに持続可能な

社会の構築を推進するため、新エネルギー産業などの育成を目指すと

ともに、歴史まちづくり法に基づく認定を受けた計画を進め、市民が愛

着と誇りを持てるまちづくりの推進や、秋田犬を基軸とした観光振興に

よる交流人口、関係性人口の拡大に力を注いでいます。 
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2 データー： 人口 66,218 人 世帯数 31,251 世帯 男性 31,264 人 女性 34,954 人

面積 : 91,322㎢ 

 

 

【視察内容】 

1. 「おおだて子育てねっと」を創ることになった背景や経緯 

・ 平成 23年度に全庁を対象とした ICT化の計画が作成されたことに伴い、そ

の一環として、県の緊急雇用対策事業の補助金を活用し、初めに ICT に慣

れ親しんでいる子育て世代を対象としたポータルサイトを作成したことが始

まり。これまでは市のホームページの一部に事業やイベントの周知などを掲

載するに留まっていたが、子どもの情報に特化して集約したサイトを業者に

委託して平成 24年度に運用を開始した。 

 

・ 「大館子育てねっと」の作成・更新については、開設当初は補助事業を活用

し、作成した。補助事業終了後は作成・更新作業を各担当職員が行ってい

る。 

 

 

2. 大館市の子育て支援事業について 

➀ 子ども家庭総合支援拠点 ほっと(市直営) 

・０歳から 18歳までの全ての子どもとその家族、妊産婦を対象に、家庭児童 

相談、虐待対応、母子父子自立支援、発達障害児等への支援などを行ってお

り、スタッフは社会福祉士３名。臨床心理士１名を含む正職員６名、家庭相談員

３名、母子父子、自立支援員１名、児童の発達等を専門とする巡回支援専門員

2名を含む会計年度任用職員７名が勤務しています。 

 

 ② 子育てサポートさんまある（市直営)  *保険センター健康課担当 

 ・ 子育て世代包括支援センターとして、平成 28 年 7 月 1 日に大館市保健センタ

ー内に開設しています。スタッフは健康課母子保健係の保健師(主２名)が従事し

ており、妊娠、出産、子育て期にわたる相談や問い合わせの窓口として、住民や

関係機関に対して電話や来所、訪問などの方法で対応しているほか、「さんまあ

る」の事務処理に関することを担当しています。 

 

③  わわわ de子育てカフェ(民間で運営) 

・「おおだて de子育てカフェ」という民間団体が子育て世代が気軽に訪れる 

ことのできる居場所をコンセプトに、空き店舗を活用してカフェ運営をしています。
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お子さんを遊ばせながら親同士が交流したり、仕事や資格の勉強をしたりなど

することができます。カフェのスタッフは子育て支援員の資格がある方、ライター

の方などもおり、代表の方は本市に移住して来られた方で、地元テレビのコメン

テーターやライターなどとしても活躍されており、本市の子ども子育て会議の委

員等も務めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供大館市 

3. その他の関連する市の施策・(保護者)への支援 

 

 ① 【はちくんすくすく子育て支援事業】 

・ お子様が産まれた世帯の経済的負担軽減を目的に市内の商工会議所の 

会員店で使用可能な商品券を贈呈しています。第 1子に 10万円第 2子以降に

5 万円相当の商品券を配布。地元の小売店からスーパー、フランチャイズ店な
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どで使用が可で、地域経済の消費喚起にもつながるため、子育て世代以外に

もメリットがある事業となっています。 

第 1子…10万円相当    第 2子以降など…5万円相当 

＊令和 5年実績 235件 執行額 16,300千円  

＊ふるさと納税を活用した事業 

 

  

 ② 【在宅子育て支援事業】 

・ 他の市町村ではあまり実施していない事業で、出生時は出生祝金事業、 

保育施設を利用している児童は保育料助成により、恩恵を受けているが、在宅

で子育てをしている保護者への制度を検討し、この事業の実施をしています。 

・満 2歳までのお子さんを在宅で 6 カ月子育てした世帯へ給付 

・育児休業給付金受給者…     月額 5,000円 

・育児休業給付金受給者ない方・・・月額 15,000円 

＊令和 5年度実績 325件 執行額 16,655千円 

＊ふるさと納税を活用した事業 

 

 

4. その他の関連する市の施策・(事業所等)への支援 

 

 ① 【働くパパママ応援企業認定制度】 

・ 子育て中の従業員に対し、仕事と子育ての両立支援を積極的に行っている 

事業所を市が認定。 

 

 ② 【育休支援取得支援助成事業】 

 ・  保従業員の育児休業取得期間が 6 カ月に達したとき、15万円/1名を 1年

に達した時、さらに 15万円/1名を給付。(1事業所 2名まで) 

 

5. 市の育児相談体制について 

 

① 大館市ほっとワンツー応援事業 

・ 子育て世帯への経済的支援 

・ 子育てのニーズ把握 

★ 大館市で 1歳または２歳の誕生日を迎えたお子さんがいる世帯に子育てに

関するアンケートを送付し、回答していただいた保護者にお祝い品として地域

限定商品券(2万円相当)贈呈しています。(1歳と 2歳で連続して商品券贈呈) 
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   アンケートの内容を元に情報提供や家庭状況の把握を行って、低年齢児の

相談支援体制を強化する事業です。家庭相談員が連絡し、悩みを聞いたり、気

になる事、心配な内容があれば連絡し、必要な機関に繋げるなどしています。 

＊ 令和 5年実績 回答者数 578/600(96.3％) 11,120千円支給。うち 23件

が相談に繋がっています。 

 

 

資料提供 大館市 
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〇 事前質問の回答 

質問：これまでの子育て支援策の成果や効果について教えてください。 

 

回答： 本市ではこれまで子育て支援に対して充分な支援が出来ていないと感じて

おり、特に本市の特徴として認可保育園などが少なかったことから、3歳未満児の

待機児童が県庁所在地の秋田市よりも多いという状況が続いていました。 

   これらを解消・緩和するために子ども子育て新制度が始まった平成 27 年度頃

から、認定子ども園の整備や、在宅子育て支援事業などの子育て支援事業を実

施して拡充を図ってきました。 

   結果として、令和 4年度には年度当初の待機児童が初めて 0人となり、はちす

く・在宅などの子育て世代の経済的負担の軽減などは、市民を対象にしたアンケ

ートでも評価を頂いております。また遊び場などの整備も行い、交流の場を確保し

てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問： 移住・定住の効果などについて 

 

回答： 本市の過去 5年間の移住者は計 78組、141人の実績 

     (うち 18歳未満の子どもがいる世帯 16組、22人) 

    子育てに手厚いから移住したというよりは、移住後に子育て支援事業を多く

実施していることに気が付いたという声がありました。 

  



大館市 

 

7 

 

質問： 市民の評価について 

 

回答：市で実施している行政の通信簿では、平成 27 年度の調査結果で、子育て支

援の充実の満足度が 27 位だったのに対し、直近の令和 4 年度の調査結果で

12位まで上昇しており、市民の方にも一定程度評価していただけているのでは

ないかと考えています。 

 

質問： 大館市子育てファミリー支援事業を始めたきっかけを教えてください。 

 

回答：秋田県で実施している少子化対策・多子世帯への支援事業の一つで第 3 子

がいる世帯の児童の病児保育・一時預かりなどのサービスの利用料助成する

制度です。本誌でも県事業開始当初から実施しており、近年利用しやすいよう

に予防接種の自己負担分なども対象にして制度の充実を図っています。 

＊令和 5年度実績、54世帯、支給額 408千円。 

 

質問：大館市働くパパママ応援企業の動画を作成することになったきっかけを教え

てください。評判はどうですか？ 

 

回答：地域少子化対策重点交付金を活用し、企業・従業員共に働きやすい職場を目

指し、子育てに優しい取り組みをしている企業を動画で広く紹介し、子育てに温

かい社会をつくる機運の醸成を図ることを目的として実施した事業です。 

市外の企業でも、子育て支援に関する独自の取り組みをしているところがあ

ると思われますが、事業として実施している自治体は少ないと思われます。他

県の自治体から時々、取り組みについて問い合わせがあります。 

現在 50事業所が認定。 

 

質問：子育て相談会では 1 人(1 組)あたり 40 分程度の個別相談を行っているとあり

ますが、申込みされる方はどのぐらいいますか？また、どのような相談があり、

その後のアフターフォローなども行われていますか？ 

 

回答：小・中学生の保護者を対象に、学校生活や子育てについての個別相談などを

行っています。年 3回、(6月 9月 1月)開催 

相談員＝社会福祉士、臨床心理士、家庭相談員、少年相談センター職員な

ど。《教育委員会の事業》 
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質問：子育て支援策の今後の展望や計画について教えてください。プログラムの拡

充や、新しい取り組みはありますか？ 

 

回答：令和 5 年度は出生児童数が大幅に減少したため、保育施設の適正配置計画

を策定し、保育施設の利用児童数を適正に管理し、私立の保育施設の運営が

安定するような政策を検討しています。 

事業の拡充については未定ではありますが、上記の計画に伴い、今後の児

童数の推移などを予測しながら新たに本市の実情に合った事業を検討して行く

予定です。加えて、令和 7年 4月より子ども家庭センターを設置する予定となっ

ており、相談支援に力を注いでいきたいと思っています。 

 

 

 

 

【所 感】 

    秋田県大館市の子育て支援事業を視察し、地域全体で子育て世代を支える

姿勢に感銘を受けました。特に子育てネットをはじめとした支援の仕組みが充

実しており、地域住民や行政、民間団体が一体となって、子どもたちとその家

庭を支えている点が非常に印象的です。 

子育てネットは育児情報の提供だけでなく、必要な情報を一元化し、提供す

ることで、地域住民同士や行政、民間、団体との連携を深めるハブとしても機

能していました。 

また親子で楽しめるイベントや相談窓口の柔軟な対応など、子育て世代の

目線に立った政策が多く、館山市でもぜひ参考にしたいと感じました。 

また、ふるさと納税の使途として子育て支援を掲げ、その財源を活用して子

どもたちの未来を見据えた事業に投資している点は、地域の持続可能性を高

める先進的な取り組みと感じました。これは館山市においても、ふるさと納税の

使途に子育て支援を明確に掲げることで、子育て世代の支援強化と移住促進

に寄与できる可能性があると感じました。 
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※ 飼い主亡き後も渋谷駅で主人

を待ち続けた『忠犬ハチ公』 

邦画『ハチ公物語』、ハリウッド映画

『ＨＡＣＨＩ 約束の犬』のほか、多く

の書籍などでも伝えられています。

ハチ公の生まれは、ここ大館市で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        大館市役所内 


